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名
張
商
工
会
議
所
は
、
３
月

25
日
（
水
）
、
名
張
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
ア
ス
ピ
ア
に
お
い

て
、
平
成
27
年
第
１
回
通
常
議

員
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
口
会
頭
よ
り
、

「
日
銀
、
内
閣
府
は
、
景
況
は

回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
判

断
し
て
い
る
が
、
社
会
意
識
に

関
す
る
世
論
調
査
で
は
景
気
回

復
を
実
感
し
て
い
な
い
が
80
％

以
上
あ
っ
た
。
ま
た
、
名
張
の

景
況
調
査
で
も
前
回
調
査
よ
り

全
体
的
に
悪
化
し
て
お
り
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
完
全
に
二
極

化
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
。
こ

う
い
う
状
況
で
は
あ
る
が
、
地

域
経
済
を
支
え
る
団
体
と
し
て

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
は
、

政
策
特
別
委
員
会
の
施
策
を
軌

道
に
乗
せ
る
年
に
し
た
い
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
そ

の
中
で
も
特
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
、
ワ
イ
ン

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
の

具
体
化
、
産
業
ま
ち
づ
く
り
フ

ェ
ア
の
開
催
に
重
点
を
お
い
て

取
り
組
み
た
い
。
」
と
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
の
後
、

議
案
審
議
に
入
り
、
平
成
26
年

度
各
会
計
収
支
補
正
予
算
案
、

平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
並
び

に
各
会
計
収
支
予
算
案
、
役
員

の
補
充
選
任
な
ど
17
議
案
の
審

議
が
な
さ
れ
、
全
て
原
案
の
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
平
成
27
年
度
事
業
計
画
並
び

に
各
会
計
収
支
予
算
概
要
は
次

頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
）

　

な
お
、
総
会
の
席
上
で
、
日

本
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り
の
役

員
・
議
員
永
年
勤
続
（
20
年
）

表
彰
を
伝
達
致
し
ま
し
た
。
被

表
彰
者
は
次
の
５
名
の
方
々
で

す
。

〔
被
表
彰
者
〕

尾
形　

雅
則
氏

菅
尾　
　

悟
氏

杉
本
誠
一
郎
氏

中
村　

堯
俊
氏

吉
谷　

昌
亮
氏

平
成
二
十
七
年
第
一
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
を
承
認



会議所ニュース　第 571 号 ⑵

■平成27年度　収支予算
■一般会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.会費
2.特定商工業者負担金
3.事業収入
4.補助金及び交付金
5.雑収入
6.繰入金
7.繰越金

収入合計

本年度予算額
29,930
430
4,060
2,309
300
9,500
1,932
48,461

《支出の部》
款

1．事業費
2．管理費
3．繰出金
4．積立金
5.予備費

支出合計

本年度予算額
11,500
11,879
23,200
1,500
382

48,461

■中小企業相談所特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.補助金
2.会議所負担金
3.事業収入
4.繰越金

収入合計

本年度予算額
37,180
16,200
1,330

1
54,711

《支出の部》
款

1.経営改善普及事業費
2.一般事業費
3.予備費

支出合計

本年度予算額
52,800
1,871
40

54,711

■特定退職金共済制度特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.共済事業掛金収入
2.企業年金契約給付金受入
3.雑収入
4.繰越金

収入合計

本年度予算額
23,360
30,000

1
224

53,585

《支出の部》
款

1.共済事業給付金
2.管理費
3.積立金
4.繰出金
5.予備費

支出合計

本年度予算額
30,000
1,130
22,200

0
255

53,585

■共済事業・労働保険事務組合特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.手数料収入
2.交付金
3.事業収入
4.一般会計繰入金
5.雑収入
6.繰越金

収入合計

本年度予算額
11,080
2,630
50

4,000
1

219
17,980

《支出の部》
款

1.事業費
2.管理費
3.雑支出
4.予備費

支出合計

本年度予算額
550

17,324
1

105
17,980

■退職資金積立金特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計

本年度予算額
3,000

8
60,020
63,028

《支出の部》
款

1.退職給与金
2.積立金

支出合計

本年度予算額
1

63,027
63,028

■財政調整資金積立金特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計

本年度予算額
500
12

109,223
109,735

《支出の部》
款

1.繰出金
2.積立金

支出合計

本年度予算額
17,000
92,735
109,735

■名張産業振興センター運営管理特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
  1.テナント家賃収入
  2.テナント共益費収入
  3.貸室使用料収入
  4.テナント電気使用料等収入
  5.会議所負担金
  6.事業収入
  7.財政調整資金積立金繰入金
  8.助成金
  9.雑収入
10.繰越金

収入合計

本年度予算額
10,960
3,706
17,500
1,420
3,000
480
7,500
450
1

839
45,856

《支出の部》
款

1.水道光熱通信費
2.法定点検費
3.管理費
4.清掃費
5.租税公課
6.事業費
7.会館営繕積立金
8.予備費

支出合計

本年度予算額
8,650
2,130
28,264
2,580
2,016
1,200
500
516

45,856

平成27年度 名張商工会議所 事業計画　基本方針
　昨年末に行われた総選挙の結果、安倍内閣が進めてきた経
済政策「アベノミクス」の継続による日本経済の再生という道が
選択されました。
　中小企業や地方にまで景気回復の波を行き渡らせ、デフレ経
済から成長経済への流れを確実なものとしていくことが第３次安
倍内閣の責務と考えます。
　景気動向は、昨年４月の消費税率引き上げ後の足踏み状態
から脱し、穏やかに回復し始めており、年明け以降は円安に加
え、原油安と企業業績の好転という追い風が広がりつつあります
が、生産コストの上昇や個人消費の伸び悩みなどもあり、特に中
小企業・小規模企業や地方においては景気回復への実感が薄
いなど厳しい景況感となっており、最近は経済学の重要なテーマ
として、成長と格差の問題も取り上げられています。
　こうした中、国においては地方創生関連２法案が可決・成立し、
我が国が直面する人口減少克服、地方創生という構造的課題
に取り組むこととなり、まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総
合戦略」が策定されました。
　本年度はその地方版が名張市においても策定される予定であ
り、抜本的な人口減少対策、地方創生とそれを支える中小企業・
小規模企業の活力強化を推し進める取組が展開されるよう要請
してまいります。
　名張商工会議所は、地域経済を支える主体として、地域にし
ごとをつくり、安心して働ける雇用の場を広げ、そして、「しごと」
と「ひと」の好循環を支える「まち」の活性化に取り組む必要
があり、特に労働力人口の減少をカバーする女性、高齢者の活
用や、若者の定住、当地域への移住の推進などの支援策が重
要になっています。
　本年度は、地域・産業の活性化、地域資源の活用、まちな
かの活力創出という三つの「活」をキーワードとしてその活動を
軌道に乗せる年にしてまいります。
　このため、地域における雇用、創業、販路拡大等のビジネス
チャンスを広げる産業フェアの開催や地域の産業全体の振興に
寄与する条例の整備、地域経済循環につながる民間活力を活

かした中学校給食の実現などの要望活動のほか、小規模企業
支援を伴走型で進める経営発達支援計画の策定などに取り組み
ます。
　次に地域資源の活用として、名張のブランドであるぶどうを活
かしたワインづくりプロジェクトなど６次産業化の推進や自然・歴史・
文化・産業資源等を活かしたニューツーリズムなどの観光振興に
努めるとともに、その円滑な事業推進に向けて規制緩和につなが
る構造改革特区の申請などに取り組みます。
　また、地域を元気にし、まちの賑わいを創出するため、まちな
かにある歴史・文化資源や空き家・空き店舗等の調査と再生・
活用への取組を進めるとともに、定住・交流人口の増加に向け
て、地域に人 を々呼び込み、居住につなげる街コンなどの集客・
交流イベントの開催等を通して賑わいのある住まいの街の再生に
取り組みます。
　加えて本年度、名張市との連携により地域内の消費喚起・生
活支援への取組として、市内事業者の協力のもとにプレミアム付
商品券を発行してまいります。
　さらに、当会議所のさらなる発展への基盤強化に向けて会員
サービスの充実や会員増強活動、また、産業振興センターの機
能、運営の充実などに取り組み、会員や市民の皆様に信頼され、
期待される商工会議所を目指してまいります。
　引き続き本年度も、上記事業計画の考え方に沿って、会員の
皆様のご理解、ご協力と各部会・委員会との連携のもと、諸施策、
諸活動を展開するための基本方針を次の通りとします。

＜基本方針＞
１．「地域経済や産業の拡充強化につながる取組」を進め、

事業者の活力強化と自立的成長を図ります。
２．「地域資源の創出・活用と多様な連携を充実する取組」

を進め、持続可能な地域力を高めます。
３．「地域を元気にし、まちの賑わいを創出する取組」を進め、

中心市街地、地域商業の活性化を図ります。
４．「会議所活動と会議所基盤の強化」に努め、役に立ち、

信頼される商工会議所の実現を図ります。
５．「名張産業振興センターの機能、運営の充実」に努め、

地域交流拠点としての役割強化を図ります。



⑶ 第 571 号　会議所ニュース

■平成27年度　収支予算
■一般会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.会費
2.特定商工業者負担金
3.事業収入
4.補助金及び交付金
5.雑収入
6.繰入金
7.繰越金

収入合計

本年度予算額
29,930
430
4,060
2,309
300
9,500
1,932
48,461

《支出の部》
款

1．事業費
2．管理費
3．繰出金
4．積立金
5.予備費

支出合計

本年度予算額
11,500
11,879
23,200
1,500
382

48,461

■中小企業相談所特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.補助金
2.会議所負担金
3.事業収入
4.繰越金

収入合計

本年度予算額
37,180
16,200
1,330

1
54,711

《支出の部》
款

1.経営改善普及事業費
2.一般事業費
3.予備費

支出合計

本年度予算額
52,800
1,871
40

54,711

■特定退職金共済制度特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.共済事業掛金収入
2.企業年金契約給付金受入
3.雑収入
4.繰越金

収入合計

本年度予算額
23,360
30,000

1
224

53,585

《支出の部》
款

1.共済事業給付金
2.管理費
3.積立金
4.繰出金
5.予備費

支出合計

本年度予算額
30,000
1,130
22,200

0
255

53,585

■共済事業・労働保険事務組合特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.手数料収入
2.交付金
3.事業収入
4.一般会計繰入金
5.雑収入
6.繰越金

収入合計

本年度予算額
11,080
2,630
50

4,000
1

219
17,980

《支出の部》
款

1.事業費
2.管理費
3.雑支出
4.予備費

支出合計

本年度予算額
550

17,324
1

105
17,980

■退職資金積立金特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計

本年度予算額
3,000

8
60,020
63,028

《支出の部》
款

1.退職給与金
2.積立金

支出合計

本年度予算額
1

63,027
63,028

■財政調整資金積立金特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計

本年度予算額
500
12

109,223
109,735

《支出の部》
款

1.繰出金
2.積立金

支出合計

本年度予算額
17,000
92,735
109,735

■名張産業振興センター運営管理特別会計収支予算（単位：千円）
《収入の部》

款
  1.テナント家賃収入
  2.テナント共益費収入
  3.貸室使用料収入
  4.テナント電気使用料等収入
  5.会議所負担金
  6.事業収入
  7.財政調整資金積立金繰入金
  8.助成金
  9.雑収入
10.繰越金

収入合計

本年度予算額
10,960
3,706
17,500
1,420
3,000
480
7,500
450
1

839
45,856

《支出の部》
款

1.水道光熱通信費
2.法定点検費
3.管理費
4.清掃費
5.租税公課
6.事業費
7.会館営繕積立金
8.予備費

支出合計

本年度予算額
8,650
2,130
28,264
2,580
2,016
1,200
500
516

45,856

〜事業主の皆様へ〜

三重県よろず支援拠点無料経営相談のご案内
　三重県よろず支援拠点からの派遣により専門コーディネーターによる経営相談を行っております。お気軽
にご利用ください。（※事前予約制となっております）

〇開催日時：偶数月（４・６・８・１０・１２・２月）第４水曜日　
　　　　　　13：30〜16：30　※一人当たり１時間程度
〇場　　所：名張商工会議所　
〇対　　象：中小企業者
〇定　　員：３名（先着順）
〇相談内容：売上拡大・創業・経営改善などあらゆる経営に関する相談
　相談を希望される場合は、相談日の3日前までに

　「企業名、業種、住所、TEL、氏名、自社HPのアドレス、相談内容」を下記まで電話またはFAXでお申込み
下さい。

申込み・問合せ　名張商工会議所　中小企業相談所
　　　　　　　　ＴＥＬ  ０５９５-６３-００８０
　　　　　　　　ＦＡＸ  ０５９５-６４-３２１１



会議所ニュース　第 571 号 ⑷

事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…1.30〜3.10%

平成27年3月11日現在

小規模事業資金 ……………………………………………1.60％
平成27年4月 1日現在

事業引継ぎ支援事業のご案内
　ある調査によると、小規模企業において事業継続希望が 5 割以上存在するが、後継者がいない、見
つからないという後継者難によって廃業を余儀なくされているケースが半数以上あるという結果が出
ています。後継者難の内訳をみると、就職の多様化や少子化を背景に、親族である息子・娘に継がせ
られないと回答した中小企業が約 6 割となっています。また、別の調査では、後継者の育成には「3
年以上必要」と考えている経営者が 8 割以上だが、60 代でも 6 割、70 代でも 5 割、80 代でも 4 割が
事業承継の準備ができていないという結果が出ています。
　特に我が国のものづくり企業において、後継者不足や経営の行き詰まりにより事業承継が円滑に進
まないまま、技術・技能・知能を有する企業が倒産・消滅し、貴重な経営資源が失われつつあります。
早い段階からの事業承継の準備に着手してもらうよう、きめ細やかな情報提供や意識付けが必要にな
ります。
　現在、後継者不在などで事業の存続に悩みを抱える中小企業者の相談に応じる「事業引継ぎ支援セ
ンター・事業引継ぎ相談窓口」が全国 47 都道府県に設置されています。三重県では、昨年、国の委
託を受けて、公益財団法人三重県産業支援センターが、「三重県事業引継ぎ支援センター」を設置し
ました。同センターでは、次の 3 名のスタッフが、後継者不在などで事業の存続に悩みを抱える中小
企業者の相談に応じています。

・統括責任者　東山　一雄
　金融機関出身で、融資審査役・支店長・本部部長職 ( 地区本部・金融サービス部・総務部 ) 等を歴任。
　「まずは当センターの存在を県内の中小企業者の方に知ってもらうことが大切。そのために、地
域の企業と密着している商工会や商工会議所などと連携しながら取り組んでいます。長年の銀行員
としての経験を活かし、中小企業者の方の立場に立った適切なアドバイスをさせていただきます。」

・統括責任者補佐　木村　那津子
　弁護士（平成 25 年 12 月登録）
「事業承継においては、相続などの法的な問題も絡んできます。その際には、弁護士として法的ア
ドバイスもさせていただきます。また、経営者の皆様が、納得して後継者にバトンタッチができる
ように、じっくりと時間をかけてお話を聞かせていただきます。」

・事務局員　中野　藤子

三重県事業引継ぎ支援センター
　津市栄町１丁目８９１（三重県合同ビル５F）
　電話０５９−２５３−３１５４　FAX０５９−２５３−３３５７　E-mail shoukei@miesuc.or.jp
　相談時間（月〜金）８：３０〜１７：１５（年末・祝日除く）
　相談無料ですので、お気軽にご連絡ください。

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば
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去
る
３
月
21
日
、
名
張
国
津
の
杜

に
お
い
て
、
名
張
商
工
会
議
所
青
年

部
、
奈
垣
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
、
布

生
下
出
な
か
よ
し
会
に
よ
る
「
田
舎

で
遊
ぼ
う
」
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

応
募
対
象
者
と
な
る
小
学
生
以
下
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
総
勢
52
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
参
加
し
た
児
童
と
そ
の
保
護
者

は
青
年
部
が
企
画
し
た
ま
き
割
り
、

火
お
越
し
、
竹
箸
作
り
、
お
茶
煎
り
、

餅
つ
き
を
一
緒
に
体
験
し
た
り
、
布

生
下
出
な
か
よ
し
会
に
よ
る
蒟
蒻
作

り
を
見
学
し
た
り
、
と
て
も
賑
や
か

な
雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
昼
食
は
奈
垣
村
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
国
津
で
採
れ
た

野
菜
を
使
用
し
た
手
作
り
料
理
を
振

る
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
自

分
た
ち
で
作
っ
た
竹
箸
を
使
っ
て
、

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
奈
垣
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
、
ク
イ
ズ
や
き
り
こ
の
説
明
・

試
食
、
紙
芝
居
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し

た
催
し
も
の
を
披
露
い
た
だ
き
、
参

加
さ
れ
た
児
童
、
保
護
者
は
興
味

津
々
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
か
ら

は
、「
普
段
滅
多
に
で
き
な
い
事
を

　

去
る
３
月
16
日
、
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
ア
ス
ピ
ア
に
て
、
世
界
11
カ
国

よ
り
食
の
専
門
家
16
名
が
名
張
市
を

訪
れ
、
19
時
よ
り
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

子
供
と
一
緒
に
体
験
出
来
た
の
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。」、「
出
て
き
た

料
理
が
全
部
美
味
し
か
っ
た
。」
な

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

イ
タ
リ
ア
で
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ

る
ミ
ラ
ノ
万
博
へ
向
け
た
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
３
月
20
日
ま
で
の

滞
在
期
間
中
、
市
内
の
酒
造
会
社
、

精
肉
店
、
や
な
せ
宿
等
で
の
体
験
、

見
学
や
赤
目
四
十
八
滝
な
ど
の
観
光

地
を
訪
れ
、
名
張
市
の
食
や
文
化
を

勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
張
市
、
名
張
商
工
会
議
所
、
Ｊ

Ａ
伊
賀
南
部
の
主
催
に
よ
る
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

と
し
て
名
張
音
頭
保
存
会
に
よ
る
名

張
音
頭
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
名
張
市
長
に
続
き
名

張
商
工
会
議
所
川
口
佳
秀
会
頭
に
よ

る
歓
迎
の
挨
拶
と
名
張
の
地
酒
で
の

乾
杯
に
よ
り
、
食
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
錦
生
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
方
々
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
家
庭
料
理
が
豪
華
に
並

び
、
初
め
て
見
る
家
庭
料
理
に
食
の

専
門
家
の
皆
様
は
興
味
深
く
、
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

名
張
市
内
在
住
の
多
く
の
方
々
の

お
も
て
な
し
に
よ
り
、
名
張
に
初
め

て
訪
れ
た
食
の
専
門
家
の
皆
様
も
大

い
に
満
足
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

和
や
か
な
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

ど
、
大
変
満
足
だ
っ
た
と
の
声
を
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

ミ
ラ
ノ
万
博
へ
向
け
た
和
食
文
化
を
紹
介
す
る

外
国
人
研
究
員
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

名
張
商
工
会
議
所
青
年
部
農
業
体
験
委
員
会
事
業

「
田
舎
で
遊
ぼ
う
」
開
催
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期間：４月１５日～６月３０日
　本キャンペーンは『商工会議所福祉共済制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所様の福祉向上に
お役立ていただくことを目的としています。
　当所職員・アクサ生命保険 ( 株 ) 推進員（共済制度引受会社）が会員事業所様をご訪問致しました節には、
お時間を賜りご検討、ご加入いただきますようお願い申し上げます。
※キャンペーンの詳細につきましては折込チラシにてご確認下さい。

 生命共済制度
病気・災害による死亡から事故による入通院まで、
業務上・業務外を問わず２４時間補償されます
～特徴～
①割安な掛金で幅広い補償
　※掛金はＡコース１４８０円 /月額から（損金・必要経費に計上可）　　
②毎年収支計算して余剰金があれば配当金も！
③自動更新で医師の診査はありません
④商工会議所独自の給付制度が充実しています

全国健康保険協会（協会けんぽ）三重支部からのお知らせ

現行 平成27年4月分～

平成27年4月分（５月納付分）から健康保険料率は
据え置きますが、介護保険料率が変わります

※例年３月分（４月納付分）からの変更ですが、今年度は４月分（５月納付分）からの変更となります。

●全国健康保険協会三重支部発行の健康保険証をお持ちの方が対象です。

お問い合わせ先 …… 全国健康保険協会三重支部　TEL：059-225-3311（代表）

【健康保険料率】 9.94% 9.94%（変更なし）

【介護保険料率】 1.72% 1.58%

　 会員の皆様とともに歩む福祉共済制度です

～共済加入促進キャンペーン実施中！！～

アクサ生命保険 ( 株 ) 推進員一同
「私達にご相談ください !!」
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